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Polar amplificationに対する植生変化の影響
Effect of vegetation change upon the polar amplification
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大気海洋植生結合モデルMIROC-LPJは，大気大循環と海洋熱輸送を考慮した気候の再現と同時に全球の植生分布を予
報し、その大気に与えるフィードバックを考慮した整合的な気候-植生系の再現が可能である。本研究では、植生分布の
変化が polar amplificationに与える影響を、MIROC-LPJを用いて 6000年前の気候再適期と CO2倍増時で推定した。そ
の結果、どちらの場合も植生変化によって polar amplificationが増幅された。
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